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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトでは、アンデス文明初期にあたる形成期（前3000年～紀元前後）に焦点を絞
り、ペルー北高地に位置するパコパンパ祭祀遺跡を調査し、遺構、出土遺物の分析を考古学のみならず理化学を含む分
野横断的体制の下で進め、経済面以上に、イデオロギー面基盤を持つ社会的リーダーが紀元前800年頃に出現したこと
をつきとめた。またその権力形成過程や基盤に地域的多様性が認められることが判明した。この成果はアンデス以外の
世界の古代文明においても適用できる可能性があり、その点で唯物史観に依存してきた文明研究に新たな視座を与える
ことができたと考えられる。

研究成果の概要（英文）：　We have focused on the Formative Period (B.C.3000-A.D.1) in Andean 
Civilization. We carried out excavations at the Pacopampa archaeological site located in the northern 
highlands of Peru. Excavated materials were analyzed by an interdisciplinary team. We found that social 
leaders with ideological characteristics emerged already by around B.C. 800. The result presents an exact 
contrast to conventional theory in which economic factors such as the control of surplus have been 
regarded as the most likely cause for the emergence of power.
 We also confirmed that regional diversity existed during the formation process and has a role in the 
foundation of power in Andean Civilization.It is possible that the model developed during this project 
can also be applied to the analysis of other ancient civilizations in the world. The project offers a new 
approach for studies on ancient civilization - studies that have generally taken historical materialism 
as a starting point for analysis.

研究分野：文化人類学・民俗学
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１．研究開始当初の背景 
部族から国家へという、かつて隆盛をきわ
めた進化主義的見方が、個々の文化の脈絡を
重視する研究の前に衰退すると、文明研究も
停滞する。しかし、現在では手法も精緻化さ
れ、地域的多様性を押さえた上で比較を行う
文明研究が盛んになりつつある。 
 
２．研究の目的 
50 年以上続く日本のアンデス文明研究の
成果を踏襲しながらも、権力という新たな分
析視点と分野横断的な手法をミクロ・レベル
の考古学調査に導入し、文明初期における複
合社会の成立過程（メソ・レベル）を追究す
るばかりでなく、人類史における文明形成と
いうマクロな課題に取り組むことにある。 
 
３．研究の方法 
アンデス文明初期にあたる形成期（前 3000
年～紀元前後）に焦点を絞り、ペルー北高地
に位置するパコパンパ祭祀遺跡の調査し、遺
構、出土遺物の分析を、考古学のみならず理
化学を含む分野横断的体制の下で進める（ミ
クロ・レベル）。その際、経済、軍事、イデ
オロギーという権力資源を同定し、資源の組
み合わせと権力形成に注目する。また同時期、
さらには後の国家社会との比較を国際集会
を利用しながら実施し、権力を通してみたア
ンデス文明史を構築する（メソ・レベル）。  
さらにアンデス文明形成に関わるデータを、
中米および旧大陸の文明形成過程と比較す
るため研究集会を開催し、アンデス文明を相
対化する作業も併せて行う（マクロ・レベル）。 
 
４．研究成果 
成果は以下のようにまとめられる。 
(1)アンデス文明初期の権力形成時期の把握 
この成果は、ペルー北高地に位置するパコ
パンパ遺跡の発掘調査、出土遺物の分析およ
び周辺の一般調査というミクロ・レベルの研
究で得られた。同遺跡では、本プロジェクト
以前に通称「パコパンパの貴婦人」と呼ばれ
る貴人墓が発見されていたが、神殿建築の途
上で建物に埋め込まれた墓であったため、神
殿完成後の社会については不明な点が多か
った。本プロジェクトでは墓の構造、金製品
を含む副葬品の存在などから神殿建設後の
社会的リーダーであった人物の特定に成功
した。この点は自然人類学的分析による被葬
者の頭蓋変形の検出によっても補強できた。
頭蓋変形が生後直後の処置を必要とする点、
限られた被葬者に認められる点を考慮する
ならば、被葬者の誕生時にリーダーとしての
地位は確保されていたことになる。放射性炭
素年代測定により紀元前800年頃であること
も判明した。さらにパコパンパと同時代のク
ントゥル・ワシ遺跡の複数の墓より出土した
金製品の組成を蛍光Ｘ線で解析し、金と銀の
組成比率を析出した。この結果、被葬者の社
会的地位と金の質に相関関係が認められ、社

会的リーダー内部でも微妙な差異が存在す
ることがうかがわれた。 
(2)アンデス文明初期の権力基盤の特定 
同じくミクロ・レベルの調査と分析によっ
てこの点を明らかにした。経済面では、動植
物の利用に主眼を置いた分析を進めた。降雨
地帯のため、遺存体の残りを期待することが
難しい環境ながら、科学分析を駆使してこの
テーマに迫った。具体的には調理の痕跡であ
る土器の焦げと人間の歯石に残ったデンプ
ン粒の同定により、初期にはマニオクなどの
熱帯低地性の根菜類が利用され、後期に高地
性のトウモロコシ、ジャガイモの利用が高ま
ることを検出した。時代を経るにつれ、遺跡
の東に広がる熱帯低地から、南にひろがる山
地や海岸とのつながりが強くなっていくこ
とを示したものである。パコパンパと同じよ
うな権力形成が同時期に認められる遺跡が
南部に広がっていることから考えれば、リー
ダーのネットワークが環境利用と関連して
いることがわかる。なおこのトウモロコシ利
用は、人骨の炭素・窒素同位体分析でも検証
できた。 
また獣骨については、炭素・窒素ばかりで
なく、酸素やストロンチウム同位体の分析を
行い、高地性家畜であるラクダ科動物が、遺
跡周辺で飼育されていたことを突き止めた。
とくにラクダ科動物については、後の時代に
認められるような荷駄運搬用として別の場
所から持ち込まれたのではなく、神殿の儀礼
に供せられるために周辺で飼育されていた
可能性を指摘できた点は大きい。 
奢侈品経済では、海棲貝類を利用した装飾
品がリーダーの墓の副葬品として出土して
いる点は他地域とのネットワークの確立を
示す重要な証拠である。しかしそれ以上に、
出土量が際立った銅製品について総合的な
分析を行った。具体的には鏨や鉱滓、鋳型を
考古学的に検出したばかりでなく、それらに
付着した粒子が金や銅であることを蛍光X線
によって析出した。また孔雀石、珪孔雀石、
藍銅鉱などの銅の二次鉱物の鉱山を発見し、
採取した試料を用いた実験により精錬銅の
製作に成功した。アンデス文明初期の金属製
作過程を世界で初めて明らかにした画期的
な成果である。これにより、少なくとも、パ
コパンパにおける社会的リーダーの権力基
盤がネットワークを介した遠距離の交易ば
かりでなく、銅製品の生産と消費であること
が判明した。 
軍事面における証拠は得られていないが、
イデオロギー面では数多くの証拠が得られ
た。とくにトータルステーションによる遺構
と地形の測量は、建築軸の方向とアンデスに
おいて農耕の開始を告げる星座であるスバ
ルの出現場所との関係が時代的に変化する
こと明らかにし、星座を介した豊穣性と祭祀
空間の変貌とを結びつけるユニークな天文
考古学的解釈を導き出した。 
このように経済的側面は常にイデオロギ



ーと関連している。たとえばトウモロコシは、
食糧のほか、アンデスの祭祀に必須な酒の材
料となり、また銅製品も実用品というより儀
礼用具であった可能性が高い。さらに 2014
年には、アンデス文明初期の遺跡としては大
変珍しい儀礼的饗宴が行われた場所を発見
し、酒の醸造関係の土器の分析や、消費され
た動物の同定などを多角的に進めることが
できた。これまで権力生成における饗宴の重
要性はアンデス考古学で指摘されてきたも
のの、具体的な出土遺物の総合的分析を行っ
た例はなく、その発見と分析の意義は大きい。
なおミクロ・レベルのまとめとして 2016 年 1
月に開催した最終シンポジウムで討論され
た内容は、今年度中に日本語の単行本として
臨川書店より、そしてペルー国立サン・マル
コス大学より西文で出版される予定である。 
こうしたミクロ・レベルのデータのうち、
基礎となる遺構データについてはGISデータ
ベースを、さらに当初予定していなかった完
形土器の三次元画像データベースを作成し、
世界的に発信している。 
(3)アンデス文明初期の権力形成とその基盤
の多様性 
上記のミクロ・レベルの成果は、ワークシ
ョップやシンポジウムを用いたメソ・レベル
研究に接合させた。具体的には、形成期に関
する国際集会を計 9回（国内 4回、国外 5回）
開催した。とくにラテンアメリカ研究の世界
最大の会議である国際アメリカニスト会議
において「アンデス形成期における社会の複
雑化」（2012 年ウィーン）と「中央アンデス
における初期の公共建造物の伝統」（2015 年
サン・サルバドル）と銘打ったシンポジウム
をイェール大学とバルセロナ大学と共同で
組織し、アンデス各地の形成期社会を比較で
きた点は研究の国際性を確保する上でも大
きな成果といえる。そこでは、同時代でも権
力生成が認められない場所がある点、また権
力生成が認められても、パコパンパのような
金属製品の生産に重きを置くケースもあれ
ば、クントゥル・ワシのように長距離交易を
重視するケースもあり、権力生成とその基盤
に多様性が認められた点が明らかになった。
成果の一部は、2014 年に国立民族学博物館よ
り 西 文 で 出 版 し (Senri Ethnological 
Studies 89)、著名な人類学雑誌 Anthropos
の書評でも取り上げられ高い評価を得た。さ
らにその後のデータを加える形で本年6月に
イェール大学出版部から英文でも公刊され
る予定である。また形成期遺跡を代表するチ
ャビン・デ・ワンタル遺跡を近年発掘してい
るスタンフォード大学のチームを招へいし、
2 回におよぶワークショップを実施し、比較
研究を進めた。この成果については、現在編
集中であり、国立民族学博物館より英文で出
版する予定である。 
(4)アンデス文明後期における権力生成にお
ける西欧モデルの批判的検証 
さらにメソ・レベルとしてアンデス文明初

期の考察をそれ以降の古代文化の分析で参
照するための国際ワークショップを計 5 回
（国内）開催した。具体的には後 700～1000
年にかけて広大な王国を築いたワリと、後
200 年～700 年頃に成立し、地上絵で有名な
ナスカ、そしてボリビア高地で後 500～1100
年頃に成立したティワナクの社会を対象と
した。とくに欧米研究者が唱える中核地と周
辺の関係、中核地への巡礼というテーマは、
本研究が注目する地域的多様性を前提にし
たときに説得力をもちうるのかが議論の焦
点となった。文化の連続性や同質性を前提と
する欧米の研究に本研究が再考を促す形と
なった。これについては国立民族学博物館か
ら西文で、さらにワークショップを共催した
山形大学より英文で出版を予定している。 
(5)世界の古代文明の解釈におけるアンデス
文明からの視座 
マクロ・レベルでは、中米のマヤ文明やテ
オティワカン文明、西アジア文明、およびエ
ジプト文明を対象に計 5回（国内）の研究集
会を開催し、1 回を除き、国内研究者と議論
を重ねた。その際、経済的基盤と祭祀との関
係に限定して議論を進めた。マヤ文明におい
ては、祭祀建造物の出現の前提としてトウモ
ロコシ農耕を置く経済重視の姿勢が強かっ
たが、西アジアでは、近年、採集狩猟段階で
定住化と、巨大な祭祀建造物の誕生が報告さ
れている。また逆にエジプトでは農耕が外か
ら導入された後に文明が成立するところか
ら、唯物史観が適合する状況が確認された。
とくに西アジアの文明形成で主流となって
いた唯物史観が、西アジアそのものですでに
見直されている点を確認できたことは、本研
究の意義を高めることにもつながり、これに
ついては朝日新聞出版より報告書が刊行さ
れた。来年度にはエジプトとの比較を題材に
した一般書を同成社より刊行する予定であ
る。 
(6)社会還元 
このように、ミクロからマクロまでの研究
は有機的につながり、予定以上に充実した活
動と成果が得られた。図書 4件、研究者個人
の成果も論文 51 本、研究発表 140 本と活発
なものであり、現在も科学雑誌に投稿中の論
文もある。しかしなにより科研費プロジェク
トとしてのまとまりのある成果報告書の公
刊を第一に目指しており、和文・欧文での刊
行がこの1年で数多く実現される予定である。 
また社会還元についても、ホームページで
常に研究を発信し、大半の研究集会は公開で
行ってきた。当該プロジェクトに関する報道
は、新聞 29 件（国内 21件、ペルー8件）、テ
レビ 5 件（国内 3 件、ペルー2 件）と社会的
にも注目されてきた。またインターネット上
の報道となると国内外で数限りない。さらに
最終年度には、National Geographic スペイ
ン・デジタル版の他、英国の考古学一般誌
World Archaeology Magazine で表紙を含め７
ページにおよぶ特集号が組まれ、さらに 55



年におよぶ日本アンデス調査団の歴史でも
初めて、米国の著名な雑誌 Archaeology にお
いて2ページの特集が組まれるなどプロジェ
クトの国際的な関心にも応えてきた。 
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